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㸯㹀㸮３ 

研究資金配分からࡳるࣇランスの科学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒ᨵ㠉 

 
 （山ୗἨ, ᯘᖾ秀㸦科学ᢏ⾡᣺⯆機構ۑ

 

 
1㸬はじめに 

 2005年௨㝆、ࣇランスでは科学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒のᨵ㠉が▮⥅ぎ᪩に行ࢃれている。2005

年には ANR、OSEOといった研究資金の配分を行う機関がタ❧され、➇த的な資金配分が本᱁的にᑟධさ

れた。また、2006 年の「研究のための㛗ᮇ計画法㸦Loi de programme pour la recherche）」により、

研究・高等ᩍ⫱ᣐⅬ㸦PRES）などの連ᦠᣐⅬがᩚഛされるとともに、2007年の「大学の自⏤と㈐௵に関

する法㸦Loi relativé aux libertés et responsabilités des universités）」により大学に自἞ᶒが

௜与され、連ᦠᣐⅬや大学が研究活動の主要なアクターになろうとしている。さらに、2009年の「研究・

イノ࣋ーࣙࢩンᡓ␎㸦Stratégie nationale de recherche et d'innovation）」ではࣇランスでึめて

ᅜレ࣋ルでの㛗ᮇ的なᡓ␎が♧され、2010 年の「ᑗ来࡬のᢞ資㸦Investissements d'avenir）」ではᡓ

␎にしたがった大つᶍなᢞ資が行ࢃれている。 

 この一連の動きは、ᚑ来のࢩステ࣒からの大つᶍなᨵ㠉であるといࢃれる一方で、ㅖᅜにẚ࡭ 10 年

㐜いᨵ㠉であるともいࢃれる。では、このᨵ㠉によりఱが大つᶍにኚࢃったのか。また、そのようなኚ

化はなࡐ㉳こったのか。さらに、ㅖᅜにẚ࡭ᨵ㠉が㐜れたといࢃれるࣇランスは、どのようにして一定

の➇தຊを保っていたのか。しࡤしࡤ特異といࢃれるࣇランスのࢩステ࣒を理ゎするための一つの方法

は、そのኚ化のṔྐを䭝ることである。本✏では、研究資金配分ไᗘという重要なࢩࣈࢧステ࣒のኚ化

を㏣うことで、ࣇランスの科学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒を理ゎするうえでの一ຓとなることを目

的とする。 

 

2㸬ࣇランスの研究資金ไᗘのኚ化 

2－1㸬ド・ࢦール時代㸸中央集ᶒయไ 

ランスにおいて現ᅾのᨻ἞యไがつくられたのは、1958ࣇ  年の➨஬ඹ࿴ไ௨㝆である。それまでᶒ

㝈のᙉかった❧法ᗓ㸦ᅜẸ㆟会）のᶒ㝈が大ᖜに⦰ᑠされ、大⤫㡿のᇳ行ᶒがᙉ化された。同時に、行

ᨻ・ᐁ൉機構のᶒ㝈がᙉいという特ᚩをもつ。 
 この特ᚩは、研究㛤発ไᗘにも大きな影響をཬࡰしている。1960 年代のド・ࢦール時代には、ᅜᐙ

主ᑟᆺの大つᶍᢏ⾡㛤発プロジ࢙クトが㢖⦾に行ࢃれた。ࣇランスの⊂❧をᏲるための᰾රჾの㛤発、

᰾රჾの㐠ᦙ手ẁとしての⯟✵機・ロケット㛤発といったⅬでのᅜᐙ主ᑟᆺ研究㛤発である[1]。この研

究は公的研究機関やᅜႠ௻業をᕳき㎸ࢇで行ࢃれ、これらの研究ᡂ果がࣇランスの⏘業的➇தຊの源Ἠ

になっていた。 
 また、この時代には௻業による研究は一⯡的に࡯とࢇど行ࢃれておらず、150 に‶たない௻業が全య

の 75㸣の研究㛤発をᐇ行しているという状ἣであった。このような一部の௻業に対し、"donne 
d'avence"と࿧ࡤれる方ᘧで研究資金が配分されていた[2]。つまり、研究は一部の公的機関・௻業によ

り行ࢃれるという集ᶒ的な構ᅗであるとともに、研究資金はトップࢲウンでỴめられたඃඛ分㔝にྲྀり

 。研究機関・௻業に対し、機関ຓᡂというᙧで配分されるという特ᚩをもっていたࡴ⤌
 
2－2㸬 ࣑ッテラン時代㸸ᆅ方分ᶒ化ᨻ策 

しくない状ἣୗにおいて、1980ࢃックや日本との㈠᫆ᦶ᧿などの影響で⤒῭がᛮࣙࢩイル࢜  年代の

出した。その㝿の方㔪が⾲れているのが、1982ࡕッテランᨻᶒは科学ᢏ⾡❧ᅜの方向性をᡴ࣑ 年 7 ᭶

の「研究とᢏ⾡㛤発の計画に関する法ᚊ㸦Loi d’orientation et de programmation de la recherché et du 
development techonolique de la france）」である。この法ᚊでは研究機関を「科学的、ᢏ⾡的性᱁をも

つ公ඹ機関」と「ၟ業的、ၟ業的性᱁を᭷する公ඹ機関」に分㢮し、また CNRS や ANVAR など 5 つ

の公的研究機関を研究ᢏ⾡┬ୗに⨨き、ᅜ❧研究機関の集中⟶理が行ࢃれた。さらに、この法ᚊではᅜ

の᪋策とともにᆅ方の᪋策についてもつ定されており、ᆅ方分ᶒ化を㐍めようとした࣑ッテラン大⤫㡿

の意ᅗが見てとれる[3]。たとえࡤ、ᆅ方は科学ᢏ⾡ᣐⅬをỴ定・㛤発するものと定め㸦11 ᮲）、公的研

究機関や௻業と事業ዎ⣙を結ࡪことが認められている㸦12 ᮲）。 
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 ᆅ方分ᶒ化については、ᙜ時の研究ᢏ⾡相であった࢙ࣦࣗࢩー࣐ࢾンが「Ẹ間௻業に対しては、『知』

にᢞ資することの重要性、➇தຊを保つためのᢏ⾡㠉新の意⩏をッえて、研究㛤発ᢞ資をಁすとともに、

他方、研究と⏘業の間の㞀ቨをྲྀり㝖いて、大学等の研究機関と⏘業⏺がỈᖹに結ࡧつく࡭きである」

と主ᙇした[3]。⿬を㏉せࡤ、それまで௻業による研究は࡯とࢇど行ࢃれておらず、研究のᡂ果を⏘業に

生かすという課題がႚ⥭のものとしてᤊえられていたといえる。 
 この時ᮇのᨻᗓからの研究資金は、ዎ⣙㸦Contrats）と⿵ຓ金㸦Subvention）に分㢮できる。๓者は、

公的研究機関がᨻᗓと研究内容に関するዎ⣙を結ࡧ、それを㐙行するというᙧᘧのものである 1。ዎ⣙

ᮇ間は通ᖖ 4年で、この間のྛዎ⣙ᮇ間のᡓ␎的研究テー࣐が明確化され、研究テー࣐のプライ࢜リテ

ィ・セッティングが明♧される。いずれも、現ᅾの研究資金配分においても用いられている方法である。 

 公的機関に対する機関ຓᡂを中心としつつも、ᆅ方の研究ᣐⅬや௻業もᕳき㎸ࡳつつ研究を᥎㐍しよ

うとする方向性がྲྀりධれられたⅬにこの時ᮇの資金配分の特ᚩがある。 

 

2－3㸬1990年代㸸イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策࡬のὀ目 

 この時ᮇには、「┬㝿大ᆺプログラ࣒㸦GPI）」と࿧ࡤれる、௻業、公的研究機関、大学が参ຍして㐍

められる 5年⛬ᗘのプロジ࢙クト研究が行ࢃれるようになった。この⫼景の一つには、EC⤫合にあたり

ᨻᗓによる特定௻業࡬のᨭ᥼は⚗Ṇされることになった、といった要因がある。ᅜ᭷௻業などのᨻᗓ⿵

ຓがᚲ要な௻業に対し、研究プロジ࢙クトを通じたᨭ᥼をするᚲ要性が生じたといࢃれている[4]。ま

た、機関ຓᡂにຍえ、連ᦠプロジ࢙クトに対する研究資金配分という手法が一⯡的になりつつあった。

ただし、この時ᮇにはまだ、研究者からの࣎ト࣒アップにより生じたプロジ࢙クトに対しᨻᗓが資金を

ᥦ౪するというᙧᘧの資金配分ไᗘはᏑᅾしなかった。 

 1996 年 10 ᭶ 3 日の「科学ᢏ⾡研究㛶൉会㆟報告」には、ᙜ時のၥ題意識がⰍ⃰く⾲れているとᛮࢃ

れる。「ᡃがᅜがᅜ㝿的ᆅ఩を⥔持することを望ࡴならࡤ、研究とイノ࣋ーࣙࢩン能ຊに対してᙉい意

ḧを持たなけれࡤならない。」という一文で始まる同報告書では、⡿ᅜや日本などのイノ࣋ーࣙࢩンᨻ

策にゐれたうえで、プライ࢜リティに基づいた科学ᨻ策や中ᑠ௻業におけるイノ࣋ーࣙࢩンと㞠用๰出

のᚲ要性が指᦬されている。また、ేせて毎年の研究者の新つ᥇用を全యの研究者ᩘの 2.5㸣とする目

ᶆをᥖࡆるとともに、研究公務ဨの出向をಁ㐍することで、ேᮦの流動性を高めるという方向性が♧さ

れている[5]。 

 1999 年には、FNS㸦Fonds Nationale de la Science）、FRT(Fonds de la recherché et de la technologie)

という二種㢮の➇த的資金配分ไᗘがタ❧された。๓者はඃඛ的㡿域において学㝿的なඹ同研究をᨭ᥼

する目的でタ⨨された研究資金配分ไᗘである。このไᗘはプログラ࣒とプロジ࢙クトという༢఩でᡂ

り❧っており、トップࢲウンᘧにỴめられたプログラ࣒においてプロジ࢙クト公ເがなされる。2003年

の資金つᶍは、ண⟬࣋ースで 2.17൨ࣘーロ、ᇳ行࣋ースで 1.48൨ࣘーロであった。ᚋ者は、プレコン

なẁ㝵において、ᢏ⾡研究㡿域の㛤発のために配分された➇த的資金である。2002年の資ࣈティティ࣌

金配分のつᶍは、1.45൨ࣘーロであった[6]。 

  

2－4㸬2005年௨㝆㸸➇த原理と㛗ᮇᡓ␎のᑟධ 
2001 年に策定されたண⟬⤌⧊法㸦Loi organique relative aux lois de finances㸸LOLF）が 2006 年

௨㝆本᱁的にᑟධされた。この結果、それまで┬庁༢఩で配分されていたண⟬が࣑ッࣙࢩンと࿧ࡤれる

༢఩で⟶理されるようになり、࣑ッࣙࢩンの配ୗに」ᩘᏑᅾするプログラ࣒に対してண⟬が配分される

ようになった。また、1500 から 2000 ⛬ᗘの指ᶆを用いた事ᚋ評価の仕⤌ࡳが構築された。高等ᩍ⫱・

研究に関しては MIRES とよࡤれる࣑ッࣙࢩンが๭りᙜてられ、その配分に対して高等ᩍ⫱・研究┬が

ᙉいᶒ㝈を持っている。特にプロジ࢙クトというᴫ念がᑟධされ、研究の㉁に対してຓᡂする➇த的環

境をᙉ化したといࢃれている[7] 。 
2005 年には ANR、OSEO という研究資金配分機関がタ❧された。๓者は、主に基♏・ᛂ用ẁ㝵の研

究に対して➇த的に資金を配分する、資金配分のᑓ門機関である。ᚋ者は、主に中ᑠ௻業を対象とし、

ᛂ用・⏘業化ẁ㝵のプロジ࢙クトに対して➇த的に資金を配分するとともに、中ᑠ௻業ᨭ᥼のための⼥

資も手᥃けている。➇த的資金な資金配分の๭合は年々増ຍし、2004 年には 3㸣⛬ᗘであったᨻᗓ研究

費に対する研究公ເの๭合は、2010 年には⣙ 18㸣になった。ANR による➇த的資金配分では、テー࣐

                                                   
1 たとえࡤ CEA が結ࢇだዎ⣙の౛としては、「原子ຊ⏘業の現ᅾの活動をḟୡ代に向けて集結すること、᰾ᗫᲠ≀、プ

ルトࢽウ࣒のリࢧイクル、ウラࢽウ࣒の฼用研究をᐇ᪋すること、関連機関との༠ຊのᐇ現」といったものがある。 
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費に対する研究公ເの๭合は、2010 年には⣙ 18㸣になった。ANR による➇த的資金配分では、テー࣐

                                                   
1 たとえࡤ CEA が結ࢇだዎ⣙の౛としては、「原子ຊ⏘業の現ᅾの活動をḟୡ代に向けて集結すること、᰾ᗫᲠ≀、プ

ルトࢽウ࣒のリࢧイクル、ウラࢽウ࣒の฼用研究をᐇ᪋すること、関連機関との༠ຊのᐇ現」といったものがある。 

タ定ᆺの研究公ເとテー࣐㠀タ定ᆺの研究公ເの༊分がタけられている。研究のための㛗ᮇ計画法によ

り、ANR は「㸦資金の）重要な一部」をテー࣐㠀タ定ᆺ㸦࣎ト࣒・アップᆺ）の研究公ເに๭く࡭きこ

とが定められている。この๭合は ANR タ❧௨㝆ᣑ大され、現ᅾは研究公ເの⣙ 50㸣がテー࣐㠀タ定ᆺ

となっている。 
2007 年にไ定された大学の自⏤と㈐௵に関する法において、㡰ḟ大学に自἞ᶒが௜与されることと

なった。この⫼景には大学の࢞バࢼンスをᙉ化するとともに研究の中心として఩⨨௜けるというࢧルコ

ジ大⤫㡿のࣔチ࣋ーࣙࢩンがあり、研究㠃での公的研究機関と大学の分᩿という状ἣの᫝正がᮇᚅされ

ている。PRES などの連ᦠᣐⅬがᩚഛされたことと相まって、研究のᐇ行機関に新たなアクターがຍࢃ

ることがᙉ調された。 
 資金配分におけるプライ࢜リティセッティングに関しては、2009 年に「研究・イノ࣋ーࣙࢩンᡓ␎ 2」

が策定され、2010 年からはᡓ␎にしたがった「ᑗ来࡬のᢞ資 3」が行ࢃれている。ᡓ␎策定にあたって

は、社会の要ồに的確にᛂえる研究・イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策であることを重どし、ᡓ␎㐠Ⴀဨ会とそのୗ

部に 9 つのస業グループをタ⨨し、ᗈく㆟論が行ࢃれた。 
 
3㸬考察 

 ド・ࢦール時代から現ᅾまでの特ᚩをᩚ理すると、௨ୗのようになる。 

 資金配分ไᗘ 主要な資金配分対象 プライ࢜リティセッティング 

1958年

௨㝆 

機関ຓᡂ 一部のᅜႠ௻業と公的研究

機関 

ᅜ㜵やᅜጾ発ᥭを目的としたトッ

プࢲウンᆺ 

1980年

代 

機関ຓᡂ 公的研究機関とᆅ方の研究

ᣐⅬ 

ዎ⣙によるトップࢲウンᆺとᆅ方

分ᶒᆺ 

1990年

代 

機関ຓᡂ中心。1999 年௨

㝆、一部➇த的資金配分 

公的研究機関と連ᦠᣐⅬ ᅜẸࢽーࢬに基づいたプライ࢜リ

ティセッティングのᚲ要性が㆟論 

2005年

௨㝆 

機関ຓᡂと➇த的資金

配分 

公的研究機関、連ᦠᣐⅬ、大

学 

ึの㛗ᮇかつ㛤かれたᡓ␎タ定、他

方࣎ト࣒アップᆺの➇த的資金配

分の๭合が高まる 

 

 資金配分ไᗘの特ᚩをᴫ観すると、1990年代๓༙までは➇த的な資金配分ไᗘはᏑᅾせず、機関ຓᡂ

というᙧで研究資金が配分されていたことがࢃかる。ただし、その⫼景にある状ἣは異なる。ド・ࢦー

ル時代の研究ᐇ行機関は一部のᅜႠ௻業と公的研究機関に㝈られていたが、ᚎ々に研究にྲྀり⤌ࡴ機関

の多様性が増していっている。࣑ッテラン時代の分ᶒ的な研究యไの構築௨㝆、連ᦠᣐⅬや中ᑠ௻業と

いったアクターも研究にྲྀり㎸もうとするようになった。これは、ᙜึは㌷事やᅜጾ発ᥭといった目的

で行ࢃれていた研究が、ᚎ々に⤒῭発展のための、あるいはᅜẸのࢽーࢬに基づいた研究࡬とࣇࢩトし

ていった流れと対ᛂする。 

 ただし、これらのኚ化が㉳こるには時間がかかった。たとえ1980、ࡤ年代には分ᶒ的な研究యไの構

築が望まれたものの、研究の主要なアクターは౫然として公的研究機関であった。1990年代にはイノ࣋

ーࣙࢩンの重要性がㄝかれ、ᅜレ࣋ルでのプライ࢜リティ・セッティングのᚲ要性が指᦬されたが、ไ

ᗘ的には大きなᨵ㠉は行ࢃれなかった。➇த的な資金配分もᑟධされたものの、それは㠀ᖖに㝈られた

範ᅖ内でのものだった。 

 2005 年௨㝆の研究ࢩステ࣒のᨵ㠉は、⤌⧊構ᡂやᡓ␎策定の㠃において大つᶍなኚ㠉をもたらした。

特に、資金配分をᑓ門に行う機関や評価をᑓ門にᢅう機関がタ❧され、研究ࢩステ࣒のㅖ機能が分㞳さ

れたというഃ㠃は大きなኚ化である。また、ᡓ␎策定の㠃ではᅜの研究・イノ࣋ーࣙࢩンᡓ␎の策定プ

ロセスにおいて、࢜ープンな㆟論が行ࢃれ、㏱明性の高いᡓ␎策定が行ࢃれたというⅬがᚑ来と大きく

異なるⅬであると考えられる。つまり、このᡓ␎はࢧルコジ大⤫㡿のᙉいリーࢲーࢩップにより策定さ

                                                   
2㸬環、࢜ンに関するᡓ␎であり、1㸬་⒪、㣗料、バイࣙࢩー࣋ルの研究・イノ࣋ランスでึめてタ定されたᅜレࣇ 2

境࡬の⥭ᛴ対ᛂ、エコ、3㸬ICT、ࢼノテク、を重Ⅼᢞ資す࡭き分㔝と఩⨨づけている。 
れた、220ࢃップにより行ࢩーࢲルコジ大⤫㡿のᙉいリーࢧ 3 ൨ࣘーロのᅜമ発行を๓ᥦとした⥲㢠 350 ൨ࣘーロのᢞ

資である。このᨻ策により 219 ൨ࣘーロが高等ᩍ⫱・研究関連に配分されるண定である。なお、「ᑗ来࡬のᢞ資」の対象

は、2010 年からᴫࡡ 2 年の間に㑅ࡤれた。高等ᩍ⫱・研究関連分㔝のうࡕ 179 ൨ࣘーロは ANR による公ເが行ࢃれ、

そのうࡕ大部分のᢞ資ඛが᪤にỴ定されている㸦2012 年 9 ᭶現ᅾ）。
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れ、そのᚋの研究の方向性をトップࢲウンでつ定するものであるが、他方でド・ࢦール時代とは異なり、

ᡓ␎策定プロセスには多くのே々がᦠࢃり、またᡓ␎にᚑった研究の᥎㐍も多くのே々に㛤かれている

という特ᚩがある。 

 

4㸬おࢃりに 

 ෑ㢌の୕つのၥい࡬の現時Ⅼでの⟅えは௨ୗのとおりである。まず、2005年௨㝆のᨵ㠉によりそれま

でのࢩステ࣒と大きくኚ化したⅬは、1㸬➇த的資金の配分をᑓ門的に行う機関がタ❧され、➇த的な

資金配分が本᱁化したこと、2㸬ᅜの研究・イノ࣋ーࣙࢩンᡓ␎が、㛗ᮇ的などⅬかつ㛤かれたプロセ

スにᚑって策定されるようになったこと、である。しかし、➇த的な資金配分やᅜレ࣋ルのᡓ␎といっ

た᪋策は、この時ᮇに✺然ᑟධされたࢃけではない。㐜くとも 1990 年代には、イノ࣋ーࣙࢩンの重要

性や研究ᐇ行主యの多様性の確保、プライ࢜リティセッティングに基づいたᅜレ࣋ルでのᡓ␎のᚲ要性

といった論Ⅼは⧞り㏉し㆟論されるようになっていた。2005年௨㝆に㉳こった大きなኚ化は、⤌⧊構ᡂ

や大々的な᪋策といった目❧つ部分のኚ化であり、ࣇランスの科学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒にお

いて、これらのアイデア自యが新しかったというࢃけではない。 

 ௨上のㄝ明が、二つ目のၥいである大つᶍなኚ化が㉳こった理⏤も♧している。すなࡕࢃ、「大つᶍ」

に見えるኚ化の⫼景には㛗ᮇ的に認識されていた課題とそれに対する᪋策があった。それらにຍえ、

LOLFのᑟධによってプロジ࢙クト࣋ースの➇த的な資金配分に㥆ᰁࡴ基┙ができたことや、ࢧルコジ大

⤫㡿というᙉいリーࢲーࢩップを発᥹した大⤫㡿のᏑᅾにより、それまで認識されていた課題に対する

アプローチが、この時ᮇに大きく㐍展したのではないか。 

 さらに、ᨵ㠉が㐜れたといࢃれるࣇランスは、ᙜึ一部のᅜႠ௻業や公的研究機関に集中的にᢞ資す

ることで➇தຊを得ていたと考えられる。㝈られたアクターによる大つᶍプロジ࢙クトによる研究ࣔデ

ルは、᪩ᬌに行きワまりを見せていた。他方で CNRS 等の公的研究機関が研究の中心となり主に基♏研

究にྲྀり⤌ࡴというスタイルは、ࣇランスの基♏研究分㔝での➇தຊの⋓得にᐤ与し続けた。ただし、

研究ຊのある公的研究機関と研究ຊのஈしい大学という構造がၥ題どされ、2007年の大学の自⏤と㈐௵

に関する法に代⾲されるᨵ㠉に結ࡧついたⅬは、᪤に㏙࡭たとおりである。 

ルコジ大⤫㡿のᨵ㠉を⤒て、2012年ࢧ  5᭶に社会ඪの࢜ランドᨻᶒがᡂ❧した。このᨻᶒは、ࢧルコ

ジ大⤫㡿の行った一連のᨵ㠉に対してはྰ定的な見ゎを♧している。たとえࡤ、社会ඪの࢙ࣇࢽ࣐スト

には➇தよりも連ᦠを重どし、➇த的な資金配分の๭合を低ୗさせる方㔪が明♧されている[8]。また、

ᨻᶒᶞ❧ᚋの┬庁෌⦅においては「生⏘෌建┬」という┬が新タされ、ᚑ来の⤒῭・㈈務・⏘業┬の⏘

業部分の機能を担っている。この┬には「中ᑠ௻業・イノ࣋ーࣙࢩン・デジタル⤒῭担ᙜ大⮧」が⨨か

れ、中ᑠ௻業をྵめたイノ࣋ーࣙࢩン࡬のྲྀり⤌ࡳが重どされている。さらに、2012年 7᭶にタ❧され

た高等ᩍ⫱・研究会㆟㸦Assises de l'enseignement supérieur et de la recherche）では、現ᅾの科

学ᢏ⾡・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の重要な᰿ᣐ法の一つである研究のための㛗ᮇ計画法のಟ正をど㔝に

ධれた㆟論が続けられている。ᨵ㠉の行方は未だ୙㏱明であり、௒ᚋの動向にὀ目するᚲ要がある。 
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